
東京警察病院

　東京警察病院の外科・乳腺センターで乳腺を
専門に診させていただいている鈴木純子と申しま
す。  近年、日本人女性の 9人に 1人が乳がんに
かかると言われています。 身近な方に乳がんの治
療を受けたことがあるご家族や友人がいらっしゃ
る方も多いのではないかと思います。 乳房にでき
る病気としては良性のものもありますが「しこり」
ができると、まずは悪いもの、 つまり癌ではない
か、 ということを真っ先に心配してドキッとされる
かと思いますので、 今回は日本人女性で癌の中で
も一番頻度が多い乳がんについてお話させていた
だきます。

■　乳がんについて
　乳がんが見つかるのは40代が一
番多い年代ですが、最近では20代
の若い方から80～90代以上のご
高齢の方で診断されることも多く
なっています。 女性であることがすでに乳がんのリスクと考え
て、検診を受けることも大切ですし、 気になる症状があるとき
や検診で精密検査必要となったときには早めに受診して、 もし
もの時には早く適切な治療を開始することで完治することも多
い比較的予後の良い病気です。
　男性も乳がんを患うことがあります。 男性の乳がんは全乳が
んの1％以下と稀で、 女性のように乳がん検診を受けるというこ
とはありませんが、 片方や両方の乳腺が発達してしこりのよう
に触れたり痛みが出たりする治療の必要はない女性化乳房の
ことも多いですが、 乳頭のあたりが腫れたり硬く触れたり、 乳
頭から分泌物が出たりするときには、 男性の方も受診して検査
を受けてください。 当院でも毎年150件前後の乳がんの手術の
うち、 平均すると毎年1-2名の男性の乳がんの治療もおこなっ
ています。50-60代以上のことが多いですが、 当院でも20～30
代の男性乳がんの患者さんもいらっしゃいます。

■　乳腺センターについて
　乳がんと言ってもいくつかのタイプに分かれており、 それぞれの
タイプや進行の程度によって治療は様々です。 乳腺外科では診断
から手術・薬の治療をおこないます。 手術の方法も、 乳房をできる
だけ残す温存手術や全て切除する乳房全摘術、 治療に影響ない
病状のときにはご希望があれば切除したあとに再建といわれるい
わゆる豊胸術を形成外科の先生にお願いすることもあります。
　薬の治療はホルモン療法・いわゆる抗がん剤・分子標的薬や免
疫チェックポイント阻害剤といわれる最近になって使えるように
なった新しいタイプの薬も増えています。 それぞれの乳がんのタイ
プに応じて手術の前後で再発予防のためと、 もしも再発してし
まったときにもタイプに応じて治療薬を選択することになります。
その他に放射線治療が必要なこともあり、 外科のみで完結するこ
とができないような場合には、 検査から治療まで外科以外の他
科・多職種と連携して乳腺センターとして診療をスムーズに進めら
れるようにしています。
　症状がない方の乳がん検診はドックのオプション検査として行い
ます。 乳腺センターの外来では、検査はすべて女性技師が担当し、
検査結果もすぐに外来担当医に伝わり、 必要な追加検査にも迅速に
対応し、 専門の看護師とも協力して安心して検査・治療を受けられ
るような体制をとっています。 最近予約が取りづらいこともあります
が、ご自分で気になる症状がある方や、 当院ドックや他施設での健
診で精密検査が必要と指摘された方は、 可能な限り予約外でも対
応させていただいていますので、 まず乳腺外科を受診してください。
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